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１ 研究テーマ 

学年始の NRTの結果や日々の学習の様子では，

学習に受動的な児童が多く見られる。前学年に

おける学習内容が十分に理解できていない児

童も少なくない。この学習の定着状況に至る一

番の原因は，児童の姿から三つの「コ」の資質・

能力の不足であると考える。学習の場面では，

課題を設定し自分で学習を進めること（セルフ

コントロール力）や交流の場面で友達と考えを

発表し合うこと（コミュニケーション力）に抵

抗を感じ，話合いや学習が停滞し答えやまとめ

を一人一人が見出せない（コラボレーション力

不足）場に多く出合ってきた。そのような場面

での児童の解決方法は，話合いではなく，それ

までの自分の考えを放棄して，特定の児童の発

言や教師の指導を待ち，それらを全て書き写す

ことであった。 

本学級の児童は，友達と話をすること自体に

は抵抗はないと話している。しかし，授業とな

ると過半数の児童が自分の考えに自信がなく，

友達の考えを知るには自分も考えを話さなけ

ればならないと思っていることで，話合いによ

る学習が成立しない様子が多く見られる。特に

国語科，算数科，社会科，外国語科の話合いの

時間には，学習に対する意欲の低下が見られる。

これらの課題を解決するため， Microsoft 

Word1)（以下，Word），Microsoft Excel2)（以下，

Excel），Microsoft OneNote3)（以下，OneNote）

での共同編集を用いて，いつでも他者参照でき

ることや一人一人が課題解決に向かって自分

の学習方法を選択，決定して学ぶ環境を整える

ことが三つの「コ」の資質・能力の育成に必要

不可欠であると考えた。 

 

２ 研究の視点 

(1) 自分で考え，友達と交流しながら学習を進

めるセルフコントロール力，コミュニケーショ

ン力を高めるための工夫 

(2) 友達の考えを取り入れて自分やグループの

考えをアップデートするコラボレーション力

を高めるための工夫 

 

３ 研究の方法と計画 

(1) 視点 1について 

クラウド上でファイルを共有することで，不安

なく他者参照することができる。自力解決の場面

において，自分の考えをもつことが難しい児童に

とって，効果的と考える。学習を進めることがで

きる児童も友達の新しい視点をもって，自分で学

びを高められるように活用する。 

(2) 視点 2について 

共同編集を生かして，友達とともに考え，答え

やまとめをアップデートしていく活動を取り入

れていく。まとめの共有の時間では出し合った答
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  尾花沢小学校では、児童の三つの「コ」の資質・能力の育成を図る教育活動を実践している。

本実践では、授業において①「児童に学び方を選択させるルーブリックを基にした自由進度学

習」②「家庭学習と日々の授業の連動させた学習」を実施し、その中で ICTを効果的に活用する

ことで、児童の三つの「コ」の資質・能力や学力を確実に向上させられる手法を研究した。 



え，まとめについてグループごとに他グループの

まとめと比較し，共通点や相違点に気付いたり，

気付いたことをもとにまたアップデートしたり

するといった力の育成を図る。 

 

４ 授業実践の実際 

(1) 実践 1 

ア 実践の概要 

（ア） 単元名 第 5学年 社会科 

    「くらしを支える工業生産」 

（イ） 単元（または本時）の目標 

必要な情報を集め，読み取り，日本の

工業地域や工業地帯の分布の特色など

について理解する。 

イ ICTの活用について 

①Microsoft Teams4) 

児童同士の共同編集や教師による児童の

学びの状況把握に活用する。 

②Microsoft Forms5) 

児童の授業ごとの振り返りや教師による

児童の学びの状況把握に活用する。 

③NHK for School 

調べ学習の際に児童が活用する。 

 ウ 児童の学びの姿 

Teams のクラスノートブックにて，グループ

ごとに共同編集をしながら，自分で学びを進め

る時間と友達と交流し学びを深める時間の 2段

階に分けた授業を展開した。児童は学びの地図

（図 1）をもとに，グループで話し合いながら

課題を立て，学習を進めていった。 

 

 

 

 

 

 

     図 1． 授業の流れと学習計画 

その後，自分で調べる媒体を教科書，資料集，

蔵書，NHK for Schoolから選んで学びを進めて

いった（図 2）。自由選択にしたため，グループ

の中でそれぞれ四つの媒体の担当を決め，全て

の媒体で学習しようとするグループや苦手意

識がある児童は二人一組になって教科書で学

習を進める分，図書の本はほかのグループから

教えてもらって学習しようと考えるグループ

など自分たちで学び方を工夫する様子が見ら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2． 社会科ワークシート（OneNote） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3． 社会科ワークシート（Word） 

クラスノートブックでの共同編集を行うこ

とでいつでも見たいときにグループ内，グルー

プ外の児童同士で学び合うことができていた。

単元を通して，少しずつ文章だけでなく調べた

画像を参照して説明したり，教科書や資料集，

蔵書の資料を写真で撮って共有したりしなが

ら，課題解決に向かう姿が見られた。 

児童へのアンケートからは，以下のような結

果が得られた。従来の授業と比べて，コラボレ

ーションシートを用いた自由進度学習では，セ

ルフコントロール力，コミュニケーション力，

コラボレーション力の全ての項目で役に立っ



たと答えた児童が 90％を超えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．  Forms アンケート結果 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5．  Forms アンケート結果 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6．  Forms アンケート結果 3 

 

 

 

 

 

 

 

図 7．  Forms アンケート結果 4 

(2) 実践 2 

 ア 実践の概要 

（ア） 単元名 第 5学年 算数科 

    「正多角形と円」 

（イ） 正多角形の意味や性質，及び円周率の

意味や円周の長さの求め方を理解し，正

多角形を作図したり，円周率を用いて円

周の長さを求めたりしている。 

イ ICTの活用について 

①Teams 

児童同士の共同編集や教師による児童の

学びの状況把握に活用する。さらに，作図や

実測の仕方について動画撮影と共有に活用

する。 

②Excel 

関数を用いた表計算において活用する。 

③GeoGebra6) 

図形の作成や操作などの機能を用いて円

と正多角形の関係を視覚的に捉えやすくす

るために活用する。 

④Scratch7) 

正多角形の作図に活用する。 

  ウ 児童の学びの姿 

単元の導入で六角返し作りという活動を

実施した。デジタル教科書の動画を活用し，

セルフコントロールできるように自由進度

で学習した。予想通り一度の動画視聴で作成

できた児童は少なく，繰り返し見る児童が多

かった。 

正多角形の作図では，プログラミング教材

の Scratchを活用することで，鉛筆での作図

と違い，直線を引くことも削除することもボ

タン一つでできるため，何度も繰り返し挑戦

する姿が見られた。 

円周率の学習では，家庭学習で実測活動を

取り入れることで，一人ひとりがそれぞれ考

えながら実測することができた。Teams で測

定した数値や考えなどについても共有でき

るため，友達同士で見合いながら学習してい

た児童もいた。測定方法がわからなくなった

ときのために，自作の動画を撮影し，Teamsで

共有することで児童によっては繰り返し視

聴し，何度も数値を確かめていた。コラボレ



ーションシートを活用することで，一人ひと

りの実測した数値をもとに考える活動を実

施できた。 

 

 

 

 

 

 

   図 8． 家庭学習で活用した円周率シート 

 

 

 

 

 

 

図 9． 授業で活用したコラボレーションシート 

 

５ 到達点と今後の課題 

(1) 視点 1について 

算数科，社会科のいずれにおいても，児童たち

の学びの様子から，共同編集を用いた学習は，セ

ルフコントロールしながら課題について自分な

りにまとめたり，解決のために他者参照したり，

コミュニケーションをとったりすることに効果

的であることがわかった。算数科では家庭学習で

も，友達の考えを見たり，計測結果を見ながら学

習できたりしたことで安心して学習を進めるこ

とができていた。社会科では，ルーブリックに基

づいた自由進度学習を同時に取り入れることに

よって「自分の調べたいことができたときに，調

べる時間がとれなかったこと」や「わからないま

ま授業の流れで進んでしまい，そのままになって

しまったこと」については，児童から解消された

とアンケートでの回答があった。児童一人ひとり

のペースや興味に合わせた学習に共同編集が関

わったことが要因であると考える。しかし，個人

のペースに合わせることも必要であるが「単元一

つ一つに時間がかかりすぎること」や「児童によ

って学習の定着具合に差が出た」という課題が残

った。これらの課題を解消するために，ルーブリ

ックの目標を吟味するなど学びの漏れがない形

をもう一度検討したい。 

(2) 視点 2について 

実践 1，実践 2 のいずれにおいても，グループ

内で共同編集を行うことによって，自分だけでは

調べきれないことも友達と交流しながら自分な

りにまとめることができたことは成果の一つで

あるといえる。しかし，その一方で答えのバリエ

ーションが制限されてしまったり，新たな考えが

生まれにくくなったりしてしまうという課題が

見えた。この課題については，どのタイミングで

共有するかがポイントになると考えられる。いつ

でも共有できることが共同編集の良さでもある

が，初めから共有するのか，一人ひとりが自分の

考えをもってから共有するのか，など目的を明確

にして共有させる必要があった。今後の課題とし

て取り組んでいきたい。 
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注 

1) Microsoft Wordは，Microsoft社が開発した

文章作成ソフトである。 

2) Microsoft Excel は，Microsoft 社が開発し

た表計算ソフトである。 

3) Microsoft OneNote は，Microsoft 社が開発

したデジタルノートアプリで，Web 上にメモを

作成・管理できる。 

4) Microsoft Teamsは Office365にあるチャッ

トベースのワークスペース。チームを作り，簡

単にファイルを共有し，Excel，OneNoteなどの

アプリでの共同編集をリアルタイムで行うこ



とができる。 

5) Microsoft Forms は，Microsoft 社が開発し

たアンケートを作成・集計するサービスで，無

償で利用できる。 

6) GeoGebraは，数学教育用の無料デジタルツー

ルである。グラフや図形などの作成機能や操作

機能がある。 

7) Scratch は，MIT が開発した小中学生向けの

教育ツールで，ブロックをつなげてプログラミ

ングできる。 


